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平
成
20
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
の
審
査
状
況
か
ら
、

主
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
20
年
度
一
般
会
計
予
算
賛
否
討
論

委
員　

新
生
児
訪
問
指
導
事
業
は
、

平
成
20
年
度
か
ら
、
生
後
４
か
月

ま
で
の
乳
児
の
い
る
す
べ
て
の
家

庭
へ
の
訪
問
に
向
け
事
業
拡
大
さ

れ
る
。
全
家
庭
訪
問
に
当
た
っ
て

は
、
訪
問
員
の
数
や
質
の
確
保
等

が
課
題
と
さ
れ
て
い
た
が
、
今
回

ど
の
よ
う
な
体
制
で
臨
む
考
え
か
。

　

ま
た
、
訪
問
の
結
果
、
何
ら
か

の
支
援
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
家

庭
へ
の
対
応
は
。

健
康
推
進
課
長
補
佐　

同
事
業
に

対
応
す
る
職
員
は
、
保
健
師
10
名
、

助
産
師
８
名
で
あ
る
。

　

支
援
が
必
要
な
家
庭
に
対
し
て

は
、
ケ
ー
ス
対
応
会
議
を
開
催
し

て
お
り
、
母
子
保
健
事
業
と
の
連

動
や
関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整
を

す
る
こ
と
で
、
子
育
て
の
不
安
や

悩
み
を
軽
減
、
解
消
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

本
予
算
は
、
予
算
編
成
会
議
と
枠

配
分
方
式
に
よ
り
、
効
率
的
か
つ
効

果
的
に
編
成
さ
れ
、
ま
た
、
法
に
基

づ
く
企
業
会
計
方
式
に
よ
る
連
結
決

算
の
実
施
等
、
一
連
の
公
会
計
改
革

を
見
据
え
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

予
算
審
議
で
は
、
新
た
な
財
源
確

保
の
検
討
や
ご
み
処
理
シ
ス
テ
ム
構

築
へ
の
市
民
参
加
な
ど
、
諸
施
策
に

つ
い
て
、
市
の
前
向
き
な
姿
勢
が
明

ら
か
に
な
っ
た
こ
と
を
評
価
す
る
。

　

第
５
次
府
中
市
総
合
計
画
後
期
基

本
計
画
元
年
に
当
た
る
本
予
算
に
お

い
て
は
、
計
画
年
の
５
年
は
も
と
よ

り
、
10
年
・
20
年
後
の
本
市
の
未
来

を
展
望
で
き
る
よ
う
、
財
政
の
健
全

化
と
市
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
と
ら
え

た
施
策
実
現
が
図
ら
れ
る
よ
う
強
く

要
望
し
、
本
予
算
に
賛
成
す
る
。

委
員　

市
農
業
振
興
計
画
で
は
、

 

﹁
50
年
先
に
も
府
中
市
に
農
地
・

農
業
を
残
す
﹂
と
い
う
大
き
な
目

標
を
掲
げ
て
い
る
が
、
平
成
20
年

度
は
、
そ
れ
に
向
け
た
特
徴
的
な

施
策
を
実
施
す
る
予
定
が
あ
る
か
。

農
政
担
当
主
幹　

20
年
度
の
新
規

事
業
と
し
て
、
認
定
農
業
者
等
経

営
改
善
対
策
事
業
が
あ
る
。
こ
れ

は
、
18
年
度
か
ら
制
度
化
さ
れ
た

認
定
農
業
者
の
農
業
経
営
を
支
援

す
る
内
容
で
、
20
年
度
は
農
業
機

械
の
購
入
、
栽
培
施
設
の
設
置
、

農
業
用
自
動
車
購
入
等
を
対
象
事

業
と
し
て
予
定
し
て
い
る
。

農

業

振

興

 

特
徴
的
な
施
策
は

新
市
民
会
館
の
会
場
使
用
料

 

旧
施
設
と
の
比
較
は

新

生

児

訪

問

指

導

　

全
家
庭
訪
問
に
向
け
た
体
制
は

委
員　

特
別
枠
事

業
と
し
て
実
施
さ

れ
る
子
ど
も
読
書

計
画
推
進
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
事
業
は
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
し
家
庭
や
地

域
、
学
校
と
の
連

携
を
深
め
、
第
２

期
子
ど
も
読
書
活

動
推
進
計
画
の
展

開
を
図
る
と
聞
く
。
そ
こ
で
、
家

庭
や
地
域
と
ど
う
連
携
し
て
い
く

考
え
か
。

図
書
館
長　

地
域
や
家
庭
及
び
学

校
等
と
図
書
館
と
の
連
携
強
化
が

同
計
画
の
重
点
的
に
推
進
す
る
課

題
の
一
つ
と
考
え
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
お
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
を
受
講
し
、
お
話
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
躍
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
人
を
保
育
所
や
必
要

と
し
て
い
る
様
々
な
グ
ル
ー
プ
等

に
結
び
つ
け
る
仕
組
み
づ
く
り
な

ど
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

子ども読書計画推進シンポジウム事業

　 地 域 等 と ど う 連 携 す る の か

委
員　

市
税
の
収
納
に

つ
い
て
、
定
率
減
税
の

廃
止
な
ど
で
、
多
く
の

自
治
体
が
滞
納
者
の
増

加
を
懸
念
し
て
い
る
と

聞
く
。

　

本
市
で
も
、収
納
率
の

向
上
の
た
め
、
様
々
な

取
組
を
行
っ
て
い
る
が
、

新
た
な
取
組
と
し
て
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
の
納
付
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ

る
納
付
に
つ
い
て
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

納
税
課
長
補
佐　

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
の
納
付
に
つ
い
て
は
、
納
税
環
境
を

整
備
し
、
市
民
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る

た
め
に
も
、
税
オ
ン
ラ
イ
ン
の
次
期
基
幹

シ
ス
テ
ム
の
見
直
し
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
あ

わ
せ
、
平
成
22
年
度
か
ら
の
実
施
に
向
け
、

準
備
を
進
め
て
い
る
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
に
よ
る
収
納
も
、
近
隣
市
の
動
向
を
見

守
り
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

市税の収納率向上のため

　コンビニ納付等の考えは

委
員　

本
市
で
は
、

従
来
の
電
算
処
理

シ
ス
テ
ム
か
ら
、

業
務
の
効
率
化
や

経
費
の
軽
減
な
ど

を
図
る
た
め
、
次

期
基
幹
シ
ス
テ
ム

の
構
築
を
進
め
て

い
る
。

　

そ
こ
で
、
平
成

20
年
度
の
予
算
内

容
を
聞
き
た
い
。

次
期
基
幹
シ
ス
テ
ム
構
築
担
当
主

幹　

同
基
幹
シ
ス
テ
ム
の
構
築
は
、

従
来
の
独
自
シ
ス
テ
ム
か
ら
、
シ

ス
テ
ム
の
標
準
化
を
行
う
こ
と
で
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
改
修
経
費
等
の
無
駄

を
無
く
す
こ
と
を
第
一
の
目
的
に
、

19
年
度
か
ら
行
っ
て
い
る
。

　

20
年
度
は
５
億
５
０
０
万
円
の

予
算
を
計
上
し
、
特
に
、
住
民
情

報
シ
ス
テ
ム
や
庶
務
事
務
シ
ス
テ

ム
、
一
部
共
通
基
盤
シ
ス
テ
ム
の

構
築
な
ど
を
進
め
て
い
く
予
定
で

あ
る
。 次期基幹システムの構築

 20 年度の予算内容は

委
員　

平
成
19
年
12
月
に
開
館
し
た
新
市

民
会
館
の
会
場
使
用
料
の
旧
施
設
と
の
比

較
を
聞
き
た
い
。
ま
た
、
新
市
民
会
館
の

会
議
室
の
使
用
料
が
高
い
の
で
は
な
い
か

と
の
声
を
聞
く
。
使
用
料
が
高
い
の
で
、

利
用
者
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
の

か
、
市
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

市
民
会
館
・
中
央
図
書
館
複
合
施
設
開
設

準
備
担
当
副
主
幹　

１
日
あ
た
り
の
会
場

使
用
料
の
平
米
単
価
で
は
、
新
市
民
会
館

の
会
議
室
は
１
０
８
円
、
旧
施
設
で
は
56

円
で
あ
る
。
ま
た
、
新
市
民
会
館
の
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
は
１
１
６
円
、
旧
施

設
の
鳳
凰
の
間
が
46
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

会
議
室
使
用
料
は
、
利
用
者
か
ら
も
高

い
と
の
意
見
も
聞
い
て
い
る
が
、
使
用
料

は
基
準
に
基
づ
き
算
定
し
て
お
り
、
今
後

Ｐ
Ｒ
を
通
じ
稼
働
率
の
向
上
に
努
め
た
い
。

　

ま
た
、
市
民
や
子
供
た
ち
に
対

し
て
、
都
市
農
業
の
理
解
・
啓
発

の
促
進
及
び
食
育
を
図
る
視
点
か

ら
、
市
民
農
業
大
学
運
営
事
業
や

子
ど
も
農
業
体
験
推
進
事
業
等
を

今
後
も
推
進
し
て
い
く
。

生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

平
成
20
年
度
は
、
第
５
次
府
中
市

総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
、
ま
た
、

野
口
市
政
３
期
目
の
初
年
度
で
も
あ

り
、
予
算
案
に
つ
い
て
も
政
策
の
方

向
性
が
注
視
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
現
在
あ
る
施
設
の
維
持
管
理
費

の
増
加
や
今
後
予
定
さ
れ
る
大
型
事

業
の
進
ち
ょ
く
に
つ
い
て
も
、
よ
り

慎
重
な
財
政
運
営
に
立
っ
た
事
業
展

開
が
求
め
ら
れ
る
。

　

こ
れ
か
ら
の
自
治
体
運
営
で
は
欠

か
す
こ
と
の
で
き
な
い
、
市
民
へ
の

政
策
プ
ロ
セ
ス
の
公
開
と
政
策
プ
ロ

セ
ス
の
市
民
参
加
も
そ
の
仕
組
み
が

な
け
れ
ば
不
可
能
で
あ
り
、
府
中
駅

南
口
再
開
発
事
業
の
進
め
方
に
つ
い

て
も
市
民
へ
の
説
明
も
な
く
、
財
政

的
に
も
大
き
な
問
題
が
あ
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
本
予
算
に
反
対
す
る
。

府
中
市
議
会
市
政
会

　

本
予
算
は
、
特
に
、
税
制
度
の
見

直
し
等
に
伴
う
低
所
得
者
に
対
す
る

経
済
的
負
担
の
軽
減
や
社
会
的
弱
者

と
言
わ
れ
る
人
々
に
対
す
る
き
め
細

や
か
な
施
策
な
ど
、
細
心
に
し
て
大

胆
な
予
算
編
成
が
行
わ
れ
て
お
り
、

評
価
す
る
。

　

歳
出
で
は
、
市
民
が
暮
ら
し
の
中

で
、
豊
か
さ
や
潤
い
を
と
も
に
感
じ

る
、
や
さ
し
さ
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
、
新
た
に
44
事
業
を
立

ち
上
げ
、
41
事
業
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

を
図
っ
て
い
る
。

　

本
予
算
は
、
ふ
る
さ
と
府
中
が
全

国
の
自
治
体
の
中
で
、
高
齢
者
対
策

や
教
育
、
環
境
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
面

で
上
位
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
施

策
が
図
ら
れ
る
予
算
で
あ
る
こ
と
に

期
待
し
、
本
予
算
に
賛
成
す
る
。

日
本
共
産
党
府
中
市
議
会
議
員
団

　

野
口
市
政
３
期
目
最
初
の
本
予
算

が
、
市
民
生
活
に
ど
う
こ
た
え
て
い

る
の
か
、
市
民
の
目
線
か
ら
厳
し
く

見
る
必
要
が
あ
る
。

　

本
予
算
の
特
徴
は
、
緊
急
対
策
事

業
と
し
て
低
所
得
者
対
策
な
ど
に
１

億
７
０
０
０
万
円
が
当
て
ら
れ
た
が
、

一
方
で
、
府
中
駅
南
口
Ａ
地
区
再
開

発
事
業
、
総
合
体
育
館
の
整
備
、
観

光
名
目
の
水
と
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

拠
点
整
備
の
推
進
、
庁
舎
建
設
基
金

の
積
み
増
し
な
ど
、
開
発
や
大
型
施

設
の
建
設
優
先
に
大
き
く
か
じ
を
切

っ
た
予
算
と
な
っ
た
。

　

今
ほ
ど
、
暮
ら
し
を
支
え
る
市
政

が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
き
は
な
い
。

暮
ら
し
、
福
祉
、
教
育
、
環
境
、
市

民
生
活
優
先
の
市
政
を
求
め
、
本
予

算
に
反
対
す
る
。

　　▲市民農業大学（そばコース）から


